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㸶㸬� ⥅⥆ㄪᰝ結果とࡲࡾとめ 
 

（㸯）┠的 

ᖹ成 23 年 3 月 11 ᪥に発生した東᪥ᮏ大㟈⅏後の東ி㟁ຊ福島第一原Ꮚຊ発㟁ᡤ事故に

⏘ᮌᮦ、≉用林ࡸᣑᩓし、森林生ែ⣔ࡃᗈࡀ福島┴を୰ᚰとした東᪥ᮏに放射性≀㉁、ࡾࡼ

࠼た。キノコ㢮、山菜➼の≉用林⏘≀の一㒊では㣗ရのᇶ‽್を㉸ࢀࡉㄆ☜ࡀのởᰁ࡝࡞≀

る放射性≀㉁ࡀ検ฟࢀࡉたため、ฟⲴไ㝈ࡸ㢼ホ⿕ᐖにࡾࡼᆅᇦの経῭に⏒大࡞⿕ᐖをཬ

の࡬≀森林生ែ⣔ෆの生ࡸる෌ᣑᩓࡼのὶฟ➼にࡽ࠿森林ࡸた、ᮌᮦのởᰁࡲ。しているࡰ

ᙳ㡪➼のᠱᛕࡶᮍࡔ᰿ᙉいࡇとࡽ࠿、森林にࡅ࠾る放射性セシウムのᐇែືࡸែを᫂࠿ࡽ

にするᚲせࡾ࠶ࡀ、ᮏ事ᴗࡀᐇ᪋ࢀࡉてࡁた。௧࿴ 2 年の⌧ᅾ、事故発生ࡽ࠿ 9 年௨ୖࡀ経

㐣してࡾ࠾、森林生ែ⣔ෆに࠶る放射性≀㉁は、大ࡃࡁ変ືするึ期ࡽ࠿ᚎࠎに生ែ⣔ෆで

の⛣ື㔞ࡀ㔮ࡗྜࡾたື的ᖹ⾮≧ែに近࡙いているとࡶゝࢀࢃている。♫఍的にࡶ関ᚰࡀ

㧗いᑗ᮶のởᰁ≧ἣをぢ通すためには、森林生ែ⣔ෆのᵓ成せ⣲にࡘいて、ởᰁの推⛣に関

する≉ᚩをᢕᥱしてࡃ࠾ᚲせ࠶ࡀる。ࡇࡑでᮏ❶では、ࡲࢀࡇで」数年間⥅⥆してㄪᰝࡀ⾜

る放ࡅ࠾にし、森林生ែ⣔ෆに࠿ࡽいて経年変化のഴྥを᫂ࡘㄪᰝ㡯┠に࡞た୺ࡁてࢀࢃ

射性セシウムの 10 年間のືࡁをᴫᣓするࡇとを┠的とする。 

௨ୗ、ᮏ事ᴗでㄪᰝした、森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞、葉ཬࡧᯞ、ᶞ⓶ཬࡧᮌᮦ、

࢝、ギ㞝ⰼ、ⴠ葉ࢫ リウム᪋⫧ࢀࡉた᳜᱂ᮌ、野生ື≀、野生ࡁのࡇ、モウࢯウࢧࢧ、ࢡࢳ、

ୗᒙ᳜生、Ỉ生生≀にࡘいてሗ࿌する。 

 

（㸰）᪉ἲ 

ㄪᰝศᯒ᪉ἲは、ᮏሗ࿌᭩の第 5 第ࡽ࠿❶ 7 グࡀるいは㐣年度のሗ࿌᭩にヲ⣽࠶でࡲ❶

㍕ࢀࡉている。࠾࡞、≉に᩿ࡾ᭩࡞ࡀࡁいሙྜ、ࠕ放射性セシウムࠖは Cs-134 と Cs-137 の

ྜ計をᣦしている。 

 

（㸱）結果と⪃察 

１）森林全体の放射性セシウム蓄積量の経年変化 

� 2011年度ࡽ࠿ 2020年度ࡲでの三ツ石ࢫギ林の森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞を図 8.1.-

1 に示した。事故後ึ期に 1,240 kBq/m2 た放射性セシウム⵳✚㔞は、2019ࡗ࠶ 年度に 660 

kBq/m2、2020 年度に 882 kBq/m2 とࡾ࡞、ㄪᰝ年度ごとの数್のࡁࡘࡽࡤは࠶るࡶのの、⣙

5～7 ๭⛬度にࡲでῶᑡしていた。森林ࡽ࠿の放射性セシウムのὶฟ࡯ࡀと࡞࡝ࢇいࡇとを

⪃៖すると（Shinomiya et al., 2014）、ࡡࡴ࠾࠾放射性セシウムの≀⌮的ῶ⾶にᚑࡗて、森林

඲体の放射性セシウム⵳✚㔞ࡶῶᑡしたと⪃ࢀࡽ࠼る。ྠ ᵝのῶᑡഴྥは、大玉ᮧ࡝࡞௚の

ㄪᰝᆅでࡶ☜ㄆࢀࡉた。ࡑの一᪉で、三ツ石ࢫギ林とྠじᕝෆᮧに࠶る三ツ石ࣄノキ林の森

林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞はቑῶを⧞ࡾ㏉す（図 ⌮≀放射性セシウムの、࡝࡞（2-.8.1

的ῶ⾶にࡼる⵳✚㔞のῶᑡ᫂ࡀ░で࡞いㄪᰝᆅࡶᏑᅾするࡇとࡾࡼ、ࡽ࠿㧗い⢭度で⵳✚
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㔞ࡀᢕᥱでࡁる࡞࠺ࡼ対⟇ࡀᚲせで࠶る。近年では、ⴠ葉ᒙཬࡧᅵተの放射性セシウム⵳✚

㔞ࡀ඲体に༨める๭ྜࡀ大ࡁいࡇとࡽ࠿、森林඲体での放射性セシウム⵳✚㔞に≀⌮的ῶ

⾶のᙳ㡪ࡀぢ࡞ࢀࡽいㄪᰝᆅでは、ⴠ葉ᒙཬࡧᅵተの放射性セシウム⵳✚㔞の推定᪉ἲを

⢭ᰝし、ሙྜにࡗࡼては一㒊ぢ直すᚲせ࠶ࡀるとᛮࢀࢃる。三ツ石ࣄノキ林の森林඲体の放

射性セシウム⵳✚㔞を原発事故発生᫬の 2011 年 3 月 15 ᪥にῶ⾶⿵ṇしたとࢁࡇ、事故後

ึ期の 2012 年度にࡅ࠾る推定್は 1,360 kBq/m2でࡗ࠶た。ࢀࡑに対し、2020 年度にࡅ࠾る

推定್は 1,930 kBq/m2 で500、ࡾ࠶ kBq/m2 ௨ୖ大್࡞ࡁを示した。ࡇの࡞࠺ࡼ推定್のᕪࡀ

生じる原ᅉの㸯ࡘとして、事故後ึ期にᆅୖ㒊の放射性セシウム⵳✚㔞を㐣ᑡホ౯してい

たྍ⬟性ࢀࡽ࠼⪄ࡀる。2011 年度ཬࡧ 2012 年度の葉の採取は、大・୰・ᑠの 3 個体のఆಽ

ᮌのୖᒙ・୰ᒙ・ୗᒙの 3 ᒙࡽ࠿採取したࡶのを個体ごとにΰྜしているࡑ、ࡀの୰にᯤࢀ

葉、ᯤࢀᯞはྵࢀࡲてい࡞い。ࡾࡲࡘ、ᆅୖ㒊の放射性セシウム⵳✚㔞の୰に、推定್に᫂

る。ྠᵝのၥ㢟Ⅼは௚のᖖ⥳㔪葉ᶞ࠶ࡀたྍ⬟性ࡗ࠶ࡀすᮍホ౯の㒊ศࡰᙳ㡪をཬ࡞࠿ࡽ

林のㄪᰝᆅにࡶᙳ㡪しているࡇとࢀࡽ࠼⪄ࡀ、森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞の経年変

化を㆟ㄽする㝿には、ୖグのࡇとにࡘいて␃ពするᚲせ࠶ࡀる。 

ࡽࢃ࠿࠿ࡶで㞄᥋しているのにࢇࡉラ林は林㐨をはࢼノキ林と三ツ石コࣄた、三ツ石ࡲ

2015、ࡎ 年度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲでのࣄノキ林の放射性セシウム⵳✚㔞はコࢼラ林ࡶࡾࡼᖹᆒ

して 2 ಸ⛬度とከいࡇとࡶศࡗ࠿た（図 8.1.-2）。㣤⯓ᮧ࡝࡞௚のከࡃのởᰁᆅᇦと␗ࡾ࡞、

ᕝෆᮧ࿘㎶では஝性ỿ╔にࡼる放射性セシウムのึ期ỿ╔㔞の๭ྜࡀከいとい࠺ሗ࿌࡞ࡀ

発生したࡀている（Korsakissok et al., 2013）。原発事故ࢀࡉ 3 月には、ࣄノキでは葉ࡘࡀい

ていたのに対し、コࢼラ林のከࡃのᶞᮌでは葉ࡘࡀいていࡗ࠿࡞た。ࡇの葉の᭷↓を⪃៖す

ると、ࡇの㞄᥋するࣄノキとコࢼラのྛ林ศにࡅ࠾る森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞の

ᕪは、஝性ỿ╔にࡼる放射性セシウムの葉࡬の௜╔の᭷↓ࡀᙳ㡪しているྍ⬟性࠶ࡀると

ୖ。るࢀࡽ࠼⪄ ㏙の࡞࠺ࡼᆅᇦごとの≉性にࡘいてࡶ、森林ෆの放射性セシウムのືែᢕᥱ

のため、௒後ㄪᰝཬࡧ研究を⾜ࡗていࡃᚲせ࠶ࡀる。 

 

 

 

図 8.1.-1� 三ツ石ࢫギ林の森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 
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図 8.1.-2� 三ツ石ࣄノキ林と三ツ石コࢼラ林の森林඲体の放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 
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２）葉及び枝の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

三ツ石ࢫギの葉の放射性セシウム濃度の経年変化（図 8.2.-1）をぢると、2011 年度の濃度

ྠ。る࠿ศࡀとࡇの後、ᣦ数関数的にῶᑡしているࡑ、ࡃ㧗ࡶ᭱ࡀ 一ㄪᰝᆅのᯞの放射性セ

シウム濃度ࡶ、葉とྠᵝ、ᣦ数関数的にῶᑡしているࡀ、葉と比࡭ると濃度のῶᑡ㏿度は㐜

いࡇとࡀศࡗ࠿た。ᯞの放射性セシウム濃度のῶᑡࡀ葉ࡶࡾࡼ㐜ࡗ࠿たのは、ᯞと比㍑する

と三ツ石のࢫギの葉㱋ࡀ⣙ 4～6 年と▷ࡃ（Kiyono and Akama, 2016）、原発事故にࡗࡼて直

᥋ởᰁࢀࡉた葉ࡀᯞࡶࡾࡼ᪩ࡃⴠ葉したࡇとࡀ原ᅉの㸯ࡘと⪃ࢀࡽ࠼る。一᪉、金山ࢫギの

葉の放射性セシウム濃度は、三ツ石ࢫギと比㍑すると、濃度のῶᑡ㏿度࠿ࡸ⦅ࡀで࠶るࡇと

た（図ࡗ࠿ศࡀ 8.2.-2）。金山ࢫギの葉㱋は、三ツ石ࢫギࡶࡾࡼ㛗いࡇとࡀሗ࿌ࢀࡉてࡾ࠾

（⣙ 8 年）（Kiyono and Akama, 2016）、三ツ石と比㍑すると、直᥋ởᰁࢀࡉた葉ࡀከࡃṧࡗ

ていたࡇとࡀ原ᅉの㸯ࡘと⪃ࢀࡽ࠼る。ࡲた、放射性セシウムのึ期ỿ╔㔞ࡀ金山ࢫギ林ࡼ

ギの葉の放射性セシウム濃ࢫたため、事故後ึ期の三ツ石ࡗ࠿ከࡀギ林の᪉ࢫ三ツ石ࡶࡾ

度は、金山ࢫギࡶࡾࡼ㧗ࡗ࠿た。し࠿し、近年の金山ࢫギの葉の放射性セシウム濃度は、三

ツ石ࢫギࡶࡾࡼ⣙ 2 ಸ㧗い್を示している。ࡇの࡞࠺ࡼ濃度の㏫㌿ࡀ㉳ࡗࡇたせᅉの 1 ࡘ

として、2 ギ林のࢫる。金山ࢀࡽ࠼⪄ࡀᙳ㡪したྍ⬟性ࡀの違いࡉのㄪᰝᆅのⴠ葉ᒙのཌࡘ

ⴠ葉ᒙは、三ツ石ࢫギ林のⴠ葉ᒙࡶࡾࡼཌ10、ࡃ 年間のㄪᰝ結果のᖹᆒで 1.8 ಸ⛬度の㔜㔞

のሁ✚᭷ᶵ≀ࡀᏑᅾしていた。ⴠ葉ᒙをᵓ成するሁ✚᭷ᶵ≀には、᳜ ᙧែの࡞⬟྾཰ྍࡀ≀
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放射性セシウムࡀ┦対的にከࡃಖᣢࢀࡉているྍ⬟性࠶ࡀる。ࡲた、三ツ石ࢫギと金山ࢫギ

の葉の放射性セシウム濃度の違いは、ヲ⣽ㄪᰝ III の 7.1 森林ෆにࡅ࠾るⴠ葉の放射性セシ

ウム濃度の変ືศᯒに࠾いて、金山ࢫギ林の放射性セシウムⴠୗ㔞の᪉ࡀ三ツ石ࢫギ林の

ⴠୗ㔞ࡶࡾࡼ 3.2 ಸ大ࡗ࠿ࡁたࡇととྜᩚࡶ性の࠶る結果で࠶る。ð ᮌにࡼる放射性セシウ

ムの྾཰≉性の඲体ീを᫂࠿ࡽにするためには、஺᥮性࢝リウムࡀᙉࡃᙳ㡪する㖔㉁ᅵተ

ୖ、て࠼の྾཰にຍࡽ࠿ ㏙の࡞࠺ࡼⴠ葉ᒙࡽ࠿の྾཰ࡀཬࡰすᙳ㡪にࡘいてࡶ、௒後ㄪᰝを

㐍めていࡃᚲせ࠶ࡀる。 

ᗈ葉ᶞで࠶るコࢼラのሙྜ、ᯞの放射性セシウム濃度の経年変化は、ࢫギ࡝࡞の㔪葉ᶞと

ྠᵝ、ᣦ数関数的にῶᑡしていた（図 8.2.-3）。一᪉、葉の濃度は 2012 年度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲ

で大ࡃࡁ変化してい࡞いࡇとࡀศࡗ࠿た。ୖ㏙の࡞࠺ࡼ葉の放射性セシウム濃度の経年変

化に違いࡀ生じるのは、᰿を௓したᅵተࡽ࠿のセシウム྾཰ࡸᶞ体ෆでの㌿ὶ࡝࡞のⴠୗ

㔞ࡀᗈ葉ᶞと㔪葉ᶞで␗࡞るࡇとࡀ原ᅉと⪃ࢀࡽ࠼る。し࠿し、ࡑの定㔞的࡞ホ౯はいࡔࡲ

༑ศに⾜ࢀࢃてࡎࡽ࠾、ð ᮌのྛ㒊఩の放射性セシウム濃度ண測モデルのྥୖのため、௒後

 。る࠶ᚲせでࡀ⥆⥅ㄪᰝ・研究のࡶ

2020 年 8 月⌧ᅾ、三ツ石ࢫギの葉の放射性セシウム⵳✚㔞は、2011 年 8 月᫬の⵳✚㔞の

1㸣ᮍ‶にࡲでῶᑡした（図 8.2.-4）。2020 年度のᯞの放射性セシウム⵳✚㔞2011、ࡶ 年度の

್の 3㸣⛬度でࡾ࠶、原発事故ࡽ࠿ 9 年௨ୖࡀ経㐣し、ᯞ葉の放射性セシウム⵳✚㔞ࡀ大ࡁ

ラ林のᯞ葉の放射性セシウム⵳✚㔞は、2016ࢼపୗした。一᪉、三ツ石コࡃ 年度௨㝆࡯と

図）ࡎࡽ࠾変化して࡝ࢇ 8.2.-5）、コࢼラ林ෆでの放射性セシウムのᚠ⎔ࡀᖹ⾮≧ែに近࡙

いてࡁているࡇとを཯ᫎしていると⪃ࢀࡽ࠼る。ࡲた、三ツ石ࢫギ林の葉の放射性セシウム

⵳✚㔞は 2016 年度に 3 kBq/m2、2020 年度では 2㹩Bq/m2 と、ࡑのῶᑡ㏿度࠿ࡸ⦅ࡶにࡗ࡞

てࡁてࢫ、ࡾ࠾ギ࡝࡞の㔪葉ᶞ林でࡶ放射性セシウムのᚠ⎔ࡀᖹ⾮≧ែに近࡙いてࡁたࡶ

のと⪃ࢀࡽ࠼、௒後の変化をモࢽタリンࢢしてὀどしていࡃᚲせ࠶ࡀる。 
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図 8.2.-1� 三ツ石ࢫギの葉とᯞの放射性セシウム濃度の経年変化 

ᕥୗ図、ྑୗ図の⦪㍈は、三ツ石ࢫギと金山ࢫギ（図 8.2.-2）、三ツ石コࢼラ（図 8.2.-3）

と比㍑しࡸすࡃするため、50 Bq/kg  ているࡗ࡞での表示にࡲ

 

   

図 8.2.-2� 金山ࢫギの葉とᯞの放射性セシウム濃度の経年変化 

 

    

図 8.2.-3� 三ツ石コࢼラの葉とᯞの放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.2.-4� 三ツ石ࢫギの葉とᯞの放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 

 

 

   

図 8.2.-5� 三ツ石コࢼラの葉とᯞの放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 

 
 
ཧ⪃文献 
Kiyono Y, Akama A (2016) Predicting annual trends in leaf replacement and 137Cs concentrations in 

Cryptomeria japonica var. japonica plantations with radioactive contamination from the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station accident. 森林⥲ྜ研究ᡤ研究ሗ࿌ 15：1-15 

 

 

３）樹皮及び木材の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

ᶞ⓶の放射性セシウム濃度は、࡯と࡝ࢇのㄪᰝ林ศに࠾いてᣦ数関数的࡞ῶᑡを示した

౛：図）ࡀ 8.3.-1 ᕥ）、金山ࢫギでは௚とྠᵝ࡞ῶᑡഴྥを示ࡗ࠿࡞ࡉた（図 8.3.-1 ྑ）。金

山ࢫギではෆᶞ⓶の放射性セシウム濃度ࡀእᶞ⓶とྠじ⛬度にࡲでቑຍしているࡇとࡽ࠿

（ヲ⣽ㄪᰝⅢཧ↷）、放射性セシウムの経᰿྾཰ࡀά発で࠶るྍ⬟性ࡑ、ࡾ࠶ࡀのためᶞ⓶

の放射性セシウム濃度ࡀῶᑡしࡗ࠿࡞たと推測ࢀࡉる。 

ᶞ⓶の放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化は、濃度の経年変化とྠᵝにᴫࡡᣦ数関数的࡞

ῶᑡを示した（図 ᶞ⓶の放射性セシウム濃度ࡶࡾࡼ⋠はᶞ⓶の⌧Ꮡ㔞のቑຍࢀࡇ。（2-.8.3

のῶᑡ⋡の᪉ࡀ大ࡗ࠿ࡁたためで࠶る。し࠿し௒後、ð ⓶の放射性セシウム濃度ࡀୗࡆṆࡲ

0

100

200

300

400

500

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
蓄
積
量

（
kB
q/
m
2）

三ツ石スギ林 葉

0

100

200

300

400

500

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
蓄
積
量

（
kB
q/
m
2）

三ツ石スギ林 枝

0

2

4

6

8

10

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
蓄
積
量

（
kB
q/
m
2）

三ツ石コナラ林 葉

0

2

4

6

8

10

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
蓄
積
量

（
kB
q/
m
2）

三ツ石コナラ林 枝



138 
 

る࠶ࡀたሙྜ、成㛗のⰋい林ศではᶞ⓶の放射性セシウム⵳✚㔞はቑຍに㌿じるྍ⬟性ࡗ

と⪃ࢀࡽ࠼る。 

ᮌᮦの放射性セシウム濃度の経年変化ഴྥは、ㄪᰝ林ศにࡾ࡞␗ࡾࡼ、ῶᑡഴ （ྥ図 8.3.-

3 ୖᕥ）、᫂░࡞変化࡞し（図 8.3.-3 ୖྑ）、ቑຍഴྥ（図 8.3.-3 ୗ）の඲てのࣃターンࡀぢ

ྠ。たࢀࡽ 一ㄪᰝᆅෆでᶞ種間の比㍑をすると、ࣄノキࡸコࢼラはቑຍഴྥ、ア࢝マツはῶ

ᑡഴྥ、ࢫギは᫂░࡞変化࡞しとい࠺ഴྥを示した。し࠿しྠ一ᶞ種のㄪᰝᆅ間の比㍑をす

ると、ࣄノキにはῶᑡഴྥ、ࢫギにはቑຍഴྥࡶぢࢀࡽた。ࡽࢀࡇのࡇとࡽ࠿、ᮌᮦの放射

性セシウム濃度の経年変化ഴྥは、ᶞ種とሙᡤの୧᪉にᙳ㡪ࢀࡉるࡇと࠿ࡽ᫂ࡀとࡗ࡞た。

⌧᫬Ⅼではᶞ種ࡸㄪᰝᆅごとの⤫一的࡞ഴྥをᥦ示するࡇとは㞴しࡃ、௚のㄪᰝ・研究結果

との⤫ྜ࣓ࡸタゎᯒ➼ࡀ㔜せと࡞る。ࡲた 2018 年度㡭ࡲࢀࡇ、ࡾࡼでᮌᮦの放射性セシウ

ム濃度ࡀቑຍഴྥを示していたㄪᰝ林ศの一㒊に࠾いて、ῶᑡഴྥࡀぢࢀࡽጞめた（図 8.3.-

4）。森林ࡸᶞ体ෆでの放射性セシウムのືែࡀᖹ⾮≧ែに㐩するとᮌᮦの放射性セシウム

濃度は放射性セシウムの≀⌮的ῶ⾶にࡗࡼてῶᑡഴྥを示すと⪃ࢀࡽ࠼るࡀ、ᐇ㝿にᙜヱ

ㄪᰝ林ศに࠾いてࢀࡑに‽じたῶᑡഴྥに㌿じたの࠿࠺࡝࠿を☜࠿めるためには௒後ࡶ⥅

⥆的࡞ㄪᰝࡀᚲせと࡞る。 

ᮌᮦの放射性セシウム⵳✚㔞に関しては、ከࡃのㄪᰝ林ศでቑຍഴྥࡀぢࢀࡽた（౛：図

ᮌᮦの⌧Ꮡ㔞のቑຍにࡶい林ศで࡞ࡀはᮌᮦの放射性セシウム濃度に経年変化ࢀࡇ。（5-.8.3

ࡀる。௬にᮌᮦの放射性セシウム濃度࠶ቑຍするためでࡀて⵳✚㔞ࡗࡼ Cs-137 の≀⌮的ῶ

⾶にᚑࡗてẖ年⣙ 2㸣の๭ྜでῶᑡする≧ἣでࡗ࠶てࡶ、ᮌᮦの⌧Ꮡ㔞ࢀࡑࡀ௨ୖの๭ྜで

ቑຍする成㛗のⰋい林ศではᮌᮦの放射性セシウム⵳✚㔞はቑຍするࡇとに࡞る。 

ᶞ⓶ࡸᮌᮦの放射性セシウム濃度のୗࡆṆࡆୖࡸࡾࡲṆࡾࡲのഴྥ、ࡽࡉにはቑຍഴྥ

るࡁ定で᩿ࡔࡲ、ࡀጞめた࠼のㄪᰝ林ศでぢ࠿ࡘࡃいࡀの඙し࡝࡞の㌿᥮࡬ῶᑡഴྥࡽ࠿

、るため࠶ࡶいているㄪᰝ林ศ⥆ࡀに༢ㄪቑຍ・ῶᑡࡔた、ᮍࡲ。い࡞のではࡶ࡞࠿☜࡝࡯

౫↛としてㄪᰝの⥅⥆ࡀᚲせ࡞≧ἣに࠶る。 

 

   

図 8.3.-1� 三ツ石ࢫギ、金山ࢫギのᶞ⓶の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.3.-2� 三ツ石ࢫギのᶞ⓶の放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 

 

 

   

図 8.3.-3� ⟃Ἴࣄノキ、三ツ石ࢫギ、三ツ石ࣄノキのᮌᮦの放射性セシウム濃度の経年変化 

 

 

    

図 8.3.-4� 金山ࢫギ、三ツ石コࢼラ、大玉コࢼラのᮌᮦの放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.3.-5� 三ツ石ࢫギのᮌᮦの放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 

 

 

４）スギ雄花に含まれる放射性セシウム濃度の経年変化 

పୗするഴྥを示しࠎている放射性セシウム濃度は、඲体としては年ࢀࡲギ㞝ⰼにྵࢫ

た。పῶ๭ྜは年ࠎ変化してࡾ࠾、原発事故直後ࡽ࠿ 2014～2015 年度㡭ࡲではᛴ⃭࡞濃度

のపୗࡀㄆめࢀࡽたࢀࡑ、ࡀ௨㝆はపῶ๭ྜࡀ㕌化していた。ࢫギの葉のᑑ࿨は数年ࡽ࠿ 10

年近ࡲࡃで࠶るࡶのࡾ࠶ࡶ、原発事故後数年間は、事故発生᫬に直᥋ởᰁࢀࡉたᯞ葉ࡀᶞᮌ

にṧࡗていた。事故ࡽ࠿数年間を経て直᥋ởᰁࢀࡉたᯞ葉ࡀⴠࡕ、௦ࡾࢃに直᥋ởᰁࢀࡉて

い࡞いᯞ葉ࡀቑ࠼たࡇとࡀ、事故直後ࡽ࠿数年間にࢃたࡗて㞝ⰼの放射性セシウム濃度ࡀ

ᛴ⃭にపୗする原ᅉにࡗ࡞ていると⪃ࢀࡽ࠼た。一᪉、2015 年度௨㝆は、㞝ⰼの放射性セ

シウム濃度のపῶ๭ྜは、放射性セシウムの≀⌮的ῶ⾶に近い๭ྜを示してࡾ࠾、ᅵተࡽ࠿

の放射性セシウムの྾཰㏿度とᶞ体ࡽ࠿のリターフ࢛ールにࡼる放射性セシウムの放ฟ㏿

度ࡀᚎࠎに㔮ࡗྜࡾてࡁて、放射性セシウムືែືࡀ的ᖹ⾮≧ែに近࡙いているྍ⬟性ࡀ

㧗いと推察ࢀࡉる。 

 

 

 
図 8.4.-1� ギ㞝ⰼの放射性セシウム濃度の経年変化（2011～2018ࢫ 年度の⥅⥆ 10 ᆅⅬ） 

ྑ図の⦪㍈は対数表示 
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図 8.4.-2� ギ㞝ⰼの放射性セシウム濃度の経年変化（2016ࢫ 年度ࡲでの⥅⥆ 16 ᆅⅬ） 

ྑ図の⦪㍈は対数表示 

 
 

５）落葉広葉樹林における落葉･果実の放射性セシウム濃度の経年変化 

ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林のリターフ࢛ールにࡅ࠾る放射性セシウム濃度の変化をࡳると、ㄪᰝᆅ間

のᕪの௚に、ð 種間の違いࡀ大ࡁいࡇとࡗ࠿ࢃࡀた。コࢼラ種Ꮚの放射性セシウム濃度は、

事故の⩣年᪼ୖࡽ࠿し、8 年後の 2019 年度ࡲでⴠ葉に比㍑して㧗い濃度ࡀ⥆いている（図

8.5.-1、図 ラツࣂル個体間のࣉンࢧる測定್は、ⴠ葉と比㍑してࡅ࠾た、種Ꮚにࡲ。（2-.8.5

キࡀ大ࡗ࠿ࡁた。一᪉、࢝ 、し᪼ୖࡽ࠿後ࡀラは㏫に、ⴠ葉の放射性セシウム濃度ࢡࢨ࣑ࢫ

種Ꮚのࡾࡼࢀࡑ㧗いഴྥࡀ⥆いている（図 8.5.-3、図 ラࣂた、ⴠ葉では個体間のࡲ。（4-.8.5

ツキࡶ大ࡗ࠿ࡁた。ࡽࡉに、ྠ じㄪᰝᆅでࢡࢨ࣑ࢫ࢝ࡶラのリターフ࢛ールは、コࢼラࡾࡼ

放射性セシウム濃度ࡀ㧗いഴྥࢀࡽࡳࡀた。 

୧⪅の違いは、葉ࡸ種Ꮚ࡬ᢞධする㈨※の㔞ࡸ᫬間にࡘいての種間ᕪࢀ⌧ࡀたࡶのと⪃

࠾る。ኳ↛生林に࠶ࡶᙳ㡪しているྍ⬟性ࡀ生⫱するᅵተの違いࡀㄪᰝ個体、࠿࡯るࢀࡽ࠼

௳ᆅ᮲❧ࡸいてᢕᥱするには、対㇟種ࡘに࡝࡞⾜⛣の࡬≀ືࡸ⎔る放射性セシウムのᚠࡅ

を検ウして㛗期間観察するࡇࡁ࡭とを示している。 

 

図 8.5. -1� ᑠᕝヨ㦂ᆅ（Ⲉᇛ┴）のコࢼラリターフ࢛ールෆのⴠ葉（ᐇ線）と種Ꮚ（◚

線）の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.5.-2� 三ツ石ㄪᰝᆅのコࢼラリターフ࢛ールෆのⴠ葉（ᐇ線）と種Ꮚ（◚線）の放射

性セシウム濃度の経年変化 

 

 

 

 
図 8.5.-3� ᑠᕝヨ㦂ᆅ（Ⲉᇛ┴）の࢝ࢡࢨ࣑ࢫラリターフ࢛ールෆのⴠ葉（ᐇ線）と種Ꮚ

（◚線）の放射性セシウム濃度の経年変化 
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図 8.5.-4� 三ツ石ㄪᰝᆅの࢝ࢡࢨ࣑ࢫラリターフ࢛ールෆのⴠ葉（ᐇ線）と種Ꮚ（◚線）

の放射性セシウム濃度の経年変化 

 
 

６）カリウム施肥に伴う針葉の放射性セシウム濃度の経年変化 

᪋⫧༊、㠀᪋⫧༊、᪋⫧୰᩿༊の 3 ࠿のฎ⌮༊ูに、生⫱ఇṆ期 （ྛ年の生⫱⤊஢期ࡘ

で）に採取したⱑᮌ㔪葉の放射性セシウム（Cs-137）濃度の変化を図ࡲ年の生⫱開ጞ期⩣ࡽ

8.6.-1 に示した。3 ฎ⌮༊にࡅ࠾るヨ㦂開ጞ後 6 年間の Cs-137 濃度の変ືは似たഴྥを示し

ていた。᳜᱂してヨ㦂を開ጞしたのࡕ 3 年間は採取した㔪葉の Cs-137 濃度はୖ᪼ഴྥに࠶

4、ࡀたࡗ 年┠௨㝆は年にࡗࡼて濃度のቑῶ6～5、ࡾ࠶ࡀ 年┠にࡅ࠿ては᪋⫧༊、㠀᪋⫧

༊、᪋⫧୰᩿༊をၥࡎࢃ、濃度のቑຍഴྥ᫂ࡀ░ではࡗ࡞ࡃ࡞ている。ࣄノキ᳜᱂林にࡅ࠾

る㔪葉の Cs-137 ྾཰ࡀ生⫱するᅵተ⎔ቃに対してᖹ⾮≧ែに㐩し࠶ࡘࡘるྍ⬟性ࡽ࠼⪄ࡀ

ノキ㔪葉の濃度変化ࣄに数年はㄪᰝを⥅⥆してࡽࡉ、変ືഴྥをぢᴟめるためには、ࡀるࢀ

を㏣㊧するᚲせ࠶ࡀる。 

ฎ⌮༊ごとの㔪葉の濃度変化をぢると、᪋⫧༊ではඛ㏙した࠺ࡼに 2016 年度ࡲではୖ᪼

ഴྥࡀㄆめࢀࡽたࡑ、ࡀの後はపୗഴྥに࠶る。ࡲた 2020 年度のᖹᆒ್は㠀᪋⫧༊の 10 ศ

の 1 ௨ୗと㠀ᖖにపࡃ、࢝ リウムの⥅⥆᪋⫧にࡼる濃度ᢚไຠ果のᣢ⥆性ࡀ☜ㄆࢀࡉた。一

᪉、2017 年度௨㝆᪋⫧を⾜ࡗ࠿࡞ࢃた᪋⫧୰᩿༊では、2017 年度の㔪葉の濃度᪼ୖࡀし᪋

⫧༊に比࡭ると྾཰ᢚไຠ果はᙅࡗࡲた。たࡔし、㠀᪋⫧༊と比࡭ると 2020 年度に࠾いて

㔪葉の濃度はࡶ 5 ศの 1 と᫂࠿ࡽにపࡃ、᪋⫧を୰᩿してࡶ比㍑的྾཰ᢚไຠ果ࡀᣢ⥆し

ているࡇとを示している。 

ノキの新᳜ⱑに対して、࢝リウム᪋⫧は放射性セシウムࣄに事故後に᳜᱂した࠺ࡼのࡇ

の経᰿྾཰をᢚไするຠ果࠶ࡀるࡇと、ࡲた一定期間᪋⫧し、ࡑの後୰᩿してࡶ一定の྾཰

ᢚไຠ果ࡀᣢ⥆するࡇと࠿ࡽ᫂ࡀとࡗ࡞た。ࡲた、事故にࡼる直᥋ởᰁのᙳ㡪࡞ࡀい᳜᱂ⱑ

を用いた経᫬的࡞ㄪᰝࡽ࠿、放射性セシウムの経᰿྾཰㏿度を᫂࠿ࡽにするࡇとࡀでࡁた。

引ࡁ⥆ࡁㄪᰝを⾜い、᪋⫧⥲㔞と྾཰ᢚไຠ果ࡸᅵተ୰のṧᏑ࢝リウム㔞との関ಀ、᪋⫧୰
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᩿にࡼる྾཰ᢚไຠ果ᣢ⥆期間の検ウを⾜ࡇ࠺とࡀ㔜せで࠶る。 
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図 8.6.-1� る㔪葉のࡼ᪋⫧୰᩿にࡧࡼ࠾⫧ノキ新᳜ᆅの᪋ࣄ Cs-137 濃度の経年変化 

 2014 年度ࡽ࠿ẖ年᪋⫧をᐇ᪋、᪋⫧୰᩿༊は 2017 年度ࡾࡼ᪋⫧୰᩿ 

 

 

７）アカネズミの筋肉中の放射性セシウム濃度 

ア࣑࢝ࢬࢿの➽⫗୰（㦵᱁ࡴྵࡶ）の放射性セシウム濃度（Cs-134 と Cs-137 の濃度のྜ

計）の推⛣にࡘいて検ウした（図 8.7.-1）。 

㧗線㔞ᆅ（㣤⯓ㄪᰝᆅ）でㄪᰝを開ጞした 2012 年度と 2020 年度の್を比㍑すると 57㸣

ῶᑡしていた。一᪉、୰線㔞ᆅ（ᕝෆㄪᰝᆅ）のの 2011 年度と 2020 年度の್を比㍑すると

82㸣ῶᑡしていた。ప線㔞ᆅ（Ⲉᇛ┴のᑠᕝㄪᰝᆅ）では 2011 年度と 2020 年度の್を比㍑

すると 66㸣ῶᑡしていた。事故後 9 年を経㐣し、ア࣑࢝ࢬࢿにࡅ࠾る放射性セシウム濃度

は大ࡳࡃࡁるとపୗഴྥを示したࡀ、≉に㧗線㔞ᆅではいࡔࡲに㧗い್を⥔ᣢしているࡇ

と࠿ࡽ᫂ࡀにࡗ࡞た。ࡇの࡞࠺ࡼ生ᜥ⎔ቃで㧗濃度の体ෆ⵳✚≧ἣに࠾いてࡶ、ア࣑࢝ࢬࢿ

は個体群を⥔ᣢし、⦾Ṫを⥅⥆しているࡇと࠿ࡽ᫂ࡀにࡗ࡞た。 

放射性セシウムの体ෆ濃度は、年ḟูにࡳると変ືࡀ大ࡃࡁ、≉に㧗線㔞ᆅはᶆ‽ㄗᕪࡶ

大ࡀࡁࡘࡽࡤࡃࡁ大ࡁい。2011～2020 年度のア࣑࢝ࢬࢿ成⋇の放射性セシウム濃度のᖹᆒ

್を 3 ㄪᰝᆅ間で比㍑すると、ప線㔞ᆅに対して㧗線㔞ᆅは 20.7 ಸ、୰線㔞ᆅは 6.2 ಸに

┦ᙜした。3 ㄪᰝᆅの್の大ᑠは、㧗線㔞ᆅ㸼୰線㔞ᆅ㸼ప線㔞ᆅで࠶るࡇとࡽ࠿、ア࢝ࢿ

、ࡀる࠼ているといࢀࡉᙳ㡪ࡃࡁ体ෆの放射性セシウム濃度は生ᜥᆅのởᰁ≧ἣに大࣑ࢬ

変ືの大ࡉࡁにࡘいて⪃察するためには、生ᜥ⎔ቃࡸ㣵࡝࡞、ア࣑࢝ࢬࢿに関ࢃる生ែ⣔ࡀ

୚࠼るᙳ㡪にࡘいて᫂࠿ࡽにするᚲせ࠶ࡀる。 
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図 8.7.-1� 㧗線㔞ᆅ、୰線㔞ᆅࡧࡼ࠾ప線㔞ᆅにࡅ࠾るア࣑࢝ࢬࢿ成⋇の➽⫗（㦵᱁ྵࡴ）

୰の放射性セシウムᖹᆒ濃度とᶆ‽ㄗᕪの推⛣ 
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８）野生きのこの放射性セシウム濃度の変動要因について 

野生ࡁのࡇの放射性セシウム（Cs-137）濃度はㄪᰝᆅごと、ࡲたྠじㄪᰝᆅෆでࡶ検体に

100）ࡃࡁて大ࡗࡼ ಸ௨ୖ）ࡘࡽࡤいた（図 8.8.-1）。結果はᗄఱᖹᆒとᗄఱᶆ‽೫ᕪで示し

た。ㄪᰝᆅごとのᖹᆒ Cs-137 濃度は㣤⯓で᭱ࡶ㧗ࡤࡃࡘ、ࡃで᭱ࡶపい࡝࡞、採集ᆅⅬに

、ࡀたࢀࡽㄆめࡀ㣤⯓でῶᑡഴྥࡸࡸ、るとࡳた。一᪉、年変化をࢀࡽㄆめࡀる濃度ഴྥࡼ

た。検体を生άタࡗ࠿࡞ࢀࡽ年変化ഴྥはㄆめ࡞☜のㄪᰝᆅでは᫂࠿࡯、ࡃࡁ大ࡀࡁࡘࡽࡤ

イࣉごとにศࡅたሙྜの Cs-137 濃度をࡳると（図 8.8.-2）、⳦᰿⳦の濃度ࡀ㧗いㄪᰝᆅࡸ、

ᮌᮦ⭉ᮙ⳦の濃度ࡀపいㄪᰝᆅࡀいࡗ࠶࠿ࡘࡃたࡀࡁࡘࡽࡤࡶࡽࡕࡇ、ࡀ大ࡃࡁ、す࡭ての

ㄪᰝᆅにඹ通するഴྥではࡗ࠿࡞た。検体数ࡀከࡃ採取ࢀࡉたᒓにࡘいて濃度を比㍑する

と（図 8.8.-3）、フウセンタࢣᒓ࣓ࢾࡸリイࢳࢢᒓの Cs-137 濃度は௚のᒓのࡁのࡶࡾࡼࡇ 

Cs-137 濃度ࡀ㧗いഴྥࡀㄆめࢀࡽた。 

野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度のᗄఱᖹᆒを、採集年、生άタイࣉ、ᒓにࡼる違いで比㍑する

と、ᒓにࡼる違いは 4 ⟠ᡤの␗࡞るㄪᰝᆅでࡶ比㍑的ྠᵝ࡞ഴྥを示してࡾ࠾、Cs-137 濃

度に対するࡁのࡇの種㢮のᙳ㡪ࡀ大ࡁいࡇと࠿ࡽ᫂ࡀにࡗ࡞た。たࡔし、ࡇの࠺ࡼにᒓ࡝࡞

のഴྥ࠶ࡀる一᪉で個体ごとの濃度のࡀࡁࡘࡽࡤ大ࡃࡁ、≉性を᫂࠿ࡽにするためには、

ᵝ࡞ࠎᒓ・種の⥙⨶的࡞ゎᯒࡸ、ྠ 一ㄪᰝᆅෆのࡁࡘࡽࡤを生じࡏࡉるせᅉの一ࡘと⪃ࡽ࠼

 。る࠶ᚲせでࡀるᅵተ⎔ቃ᮲௳のゎᯒࢀ

 

 

 

 
図 8.8.-1� ྛㄪᰝᆅの野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度の年変化 
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図 8.8.-2� ྛㄪᰝᆅの野生ࡁのࡇにࡘいて生άタイࣉごとに༊ศしたሙྜの Cs-137 濃度 

 

 

 

図 8.8.-3� 検体数ࡀከいᒓごとに༊ศしたሙྜの野生ࡁのࡇの Cs-137 濃度 

 

 

９）モウソウチクの放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

モウࢯウࢡࢳ林ᆅୖ㒊のᖹᆒ的࡞放射性セシウム⵳✚㔞と放射性セシウム濃度の 2013 年

度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲでの経年変化を示す（図 8.9.-1、図 ࡘの図はᐑᇛ┴の㸰ࡽࢀࡇ。（2-.8.9

の対↷༊の結果をᇶに求めたࡶので࠶る。ᆅୖ㒊の放射性セシウム⵳✚㔞は、2013 年度࠿
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ࡽ 2015 年度ࡲではపୗഴྥにࡗ࠶たࡑ、ࡀの後、ቑῶを⧞ࡾ㏉した。年ごとにቑῶを⧞ࡾ

㏉すഴྥは、ᆅୖ㒊の放射性セシウム濃度にࡶㄆめࢀࡽた。モウࢯウࢡࢳはᆅୗ㒊に࠾いて

ᆅୗ茎のࢵࢿトワーࢡᵓ㐀をᙧ成し、林ෆのከ数の㱋の␗࡞るᆅୖ⛩ࡀ一個体として࡞ࡘ

ていࢀࡉᵓ成ࡀて➉林ࡗࡼるᆅୖ⛩に࡞␗のため、放射性セシウム⵳✚㔞のࡑ。ているࡗࡀ

るࡇととࡑ、ࡾ࡞の結果、ᆅୖ⛩の放射性セシウム濃度のቑῶを཯ᫎして༢఩㠃✚ᙜたࡾの

放射性セシウム⵳✚㔞ࡀ変ືすると⪃ࢀࡽ࠼る。 

 

 

 
図 8.9.-1� モウࢯウࢡࢳ林ᆅୖ㒊のᖹᆒ的࡞放射性セシウム⵳✚㔞の経年変化 

 

 
図 8.9.-2� モウࢯウࢡࢳ林ᆅୖ㒊のᖹᆒ的࡞放射性セシウム濃度の経年変化 

 

 

１０）ササの放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化 

ᕝಛ⏫山ᮌᒇのⴠ葉ᗈ葉ᶞ林の林ᗋにᏑᅾするࢡマイࢧࢨにࡘいて、事故発生 1 年 6 ࣨ

月後の 2012 年⛅ࡽ࠿計測した、⛩、ᯞ、葉をྜࡏࢃたᆅୖ㒊の放射性セシウム（Cs-137）

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
蓄
積
量

（
kB

q/
m

2）

宮城県南地域モウソウチク林

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

（
kB

q/
kg
）

宮城県南地域モウソウチク林



149 
 

濃度ࡧࡼ࠾⵳✚㔞（⵳✚㔞は㒊఩ูに⟬ฟ後、ᆅୖ㒊の඲㒊఩を✚⟬）は、8 年間で 3㸣⛬

度ࡲでῶᑡした（図 8.10.-1、図 に⛩、ᯞ、葉といࡶは、᫬間経㐣ととࢧࢨマイࢡ。（2-.8.10

3、ࡕⴠࢀᯤࡀたᆅୖ㒊ࡗ 年後には新しいᆅୖ㒊にධࢃ᭰ࢀる性㉁࠶ࡀる。2012 年度ࡽ࠿

2013 年度にࡅ࠿てのᛴ⃭࡞ῶᑡは、2011 年度に放射性セシウムࡀ直᥋表㠃に௜╔したᆅୖ

㒊のከࡀࡃᯤࢀⴠࡕ、新た࡞ᆅୖ㒊にධࡗࢃ᭰ࢀたためと⪃ࢀࡽ࠼る。 
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図 8.10.-1� 山ᮌᒇࢡマイࢧࢨの Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-2� 山ᮌᒇࢡマイࢧࢨの Cs-137 ⵳✚㔞の経年変化 

 
 
いࡁࢃᕷ໚᮶のⴠ葉ᗈ葉ᶞ林の林ᗋにᏑᅾする࣑ヤコࢧࢨにࡘいて、事故発生 1 年 6 ࣨ

月後の 2012 年⛅ࡽ࠿計測した、⛩、ᯞ、葉をྜࡏࢃたᆅୖ㒊のセシウム 137 の濃度ࡧࡼ࠾

⵳✚㔞は、8 年間で 29㸣⛬度ࡲでῶᑡした（図 8.10.-3、図 8.10.-4）。࣑ヤコࢧࢨは、᫬間経
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㐣ととࡶに⛩、ᯞ、葉といࡗたᆅୖ㒊ࡀᯤࢀⴠ3、ࡕ 年後には新しいᆅୖ㒊にධࢃ᭰ࢀる性

㉁࠶ࡀる。2012 年度ࡽ࠿ 2013 年度にࡅ࠿てのᛴ⃭࡞ῶᑡは、2011 年度に放射性セシウムࡀ

直᥋表㠃に௜╔したᆅୖ㒊のከࡀࡃᯤࢀⴠࡕ、新た࡞ᆅୖ㒊にධࡗࢃ᭰ࢀたためと⪃ࡽ࠼

の後、2015ࡑ。るࢀ 年度にࡅ࠿てⱝᖸのቑຍࡀㄆめࢀࡽた。ࢀࡇはᙜ年生葉の濃度ࡀ㧗ࡲ

 。る࠶の⌮⏤は୙᫂でࡑ、ࡀる࠶たためでࡗ

 

 

 

 
図 8.10.-3� ໚᮶࣑ヤコࢧࢨの Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-4� ໚᮶࣑ヤコࢧࢨの Cs-137 ⵳✚㔞の経年変化 

 

 
໚᮶のⴠ葉ᗈ葉ᶞ林の林ᗋにᏑᅾするࢬࢫタࢣにࡘいて、事故発生 1 年 6 ࣨ月後の 2012

年⛅ࡽ࠿計測した、⛩、ᯞ、葉をྜࡏࢃたᆅୖ㒊のセシウム 137 の濃度ࡧࡼ࠾⵳✚㔞は、8

年間で 9㸣⛬度ࡲでῶᑡした（図 8.10.-5、図 とࡶࡾࡼの種㢮ࢧࢧは௚のࢣタࢬࢫ。（6-.8.10
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㛗࿨で、4ࡀ⛩にࡃ 年௨ୖࡶ生Ꮡするሙྜ࠶ࡀる。2012 年度ࡽ࠿ 2015 年度にࡅ࠿てㄆめࡽ

る濃度と⵳✚㔞のῶᑡഴྥは、2011ࢀ 年度に放射性セシウムࡀ直᥋表㠃に௜╔した㛗࿨࡞

い。2016࡞ࢀしࡶ࠿㐣⛬を示しているのࡃていࡕⴠࢀᯤࡀ⛩ 年度௨㝆は࠺ࡑした⛩はࡰ࡯

ᯤࢀⴠࡕ、⿕⅏後に新生した⛩にධࡗࢃ᭰ࢀたため、濃度と⵳✚㔞のῶᑡࣆࢫードࡾࡼࡀ⦆

 。のと推定するࡶたࡗ࡞に࠿ࡸ

 

 

 

 
図 8.10.-5� ໚᮶ࢬࢫタࢣの Cs-137 濃度の経年変化 

 

 
図 8.10.-6� ໚᮶ࢬࢫタࢣの Cs-137 ⵳✚㔞の経年変化 

 

 
１１）下層植生に含まれる放射性セシウム濃度の経年変化 

� ୗᒙ᳜生にྵࢀࡲる放射性セシウム濃度のㄪᰝとして、2012 年度ࡽ࠿ 2016 年度ࡲでは、

福島┴㒆山ᕷに࠶る福島┴林ᴗ研究センターከ⏣野ヨ㦂林の㔪葉ᶞ林（ࢫギ・ࣄノキ）とⴠ
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葉ᗈ葉ᶞ林（コࢼラ➼）のୗⲡとⴠࡕ葉を㝖ཤしたฎ⌮༊（௨ୗ、㝖ཤ༊）と㝖ཤ༊እ、ཬ

の林ᗋに⥅⥆ㄪᰝᆅをタ定し、ୗᒙ᳜生の種（඲（ࡳ㝖ཤ༊እの）ア࢝マツ林ࡧ 12 種（ప

ᮌ㢮 5 種、ⲡᮏ㢮 5 種、ツル᳜≀ 2 種：年にࡗࡼて採取でࡁた種数は違࠺））ごとに放射性

セシウム（Cs-137）濃度を測定した。㝖ཤ༊と㝖ཤ༊እの✵間線㔞⋡は㝖ཤ༊のపῶࡀ大ࡁ

ୗᒙ᳜生の、ࡀたࡗ࠿ Cs-137 濃度の㝖ཤ༊、㝖ཤ༊እの違いは、採取ࢧンࣉルごとのࡽࡤ

2014、ࡾ࠶ࡀࡁࡘ 年度のⴠ葉ᗈ葉ᶞ林にࡅ࠾るマンࢡࢧ௨እには᭷ពᕪはㄆめࡗ࠿࡞ࢀࡽ

た。 

2017 年度ࡽ࠿は、ᩳ㠃఩⨨の違いにࡼるୗᒙ᳜生の Cs-137 濃度をㄪᰝするため、ㄪᰝᆅ

を福島┴林ᴗ研究センターከ⏣野ヨ㦂林ෆのᪧㄪᰝᆅに㞄᥋するア࢝マツ・コࢼラ林に⛣

し、ྠ一ᩳ㠃のᑿ᰿ཬᩳࡧ㠃୰⭡、ཬࡧ 2018 年 8 月ࡽ࠿はྠㄪᰝᆅのᩳ㠃ୗ㒊にㄪᰝࣟࣉ

トをタ⨨し、2018ࢵ 年度ࡽ࠿ 2020 年度ࡲでは、ୗᒙ᳜生඲ 18 種（పᮌ㢮 11 種、ⲡᮏ㢮 4

種、ツル᳜≀ 3 種）ごとの Cs-137 濃度を測定した。2012 年度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠾る⥅⥆

ㄪᰝの結果、9 年間の⥲種数は 24 種（పᮌ㢮 15 種、ⲡᮏ㢮 6 種、ツル᳜≀ 3 種）とࡗ࡞た。 

ྛ年度、比㍑的ከࡃのࢧンࣉルを採取でࡁたࣟࢡモࢪのⴠ葉ᗈ葉ᶞの㝖ཤ༊、㝖ཤ༊እ、

ཬࡧア࢝マツ林にࡅ࠾る放射性セシウム濃度、ྠじࣘࢦࢳࡃリのア࢝マツ林にࡅ࠾る Cs-

137 濃度の経年変化を示す（図 ア࢝マツ林測定್は、経年比㍑のため、2012、࠾࡞。（1-.8.11

～2016 年度のデータに、2017 年度௨㝆のㄪᰝᆅで、ᪧㄪᰝᆅに㞄᥋し⎔ቃࡰ࡯ࡀ➼しいと

ࢡにࠎるデータを⥅⥆して示した。ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林の㝖ཤ༊では、ᚎࡅ࠾るᑿ᰿㒊にࢀࡽ࠼⪄

ࣟモࢪの Cs-137 濃度はῶᑡしているഴྥにࡗ࠶たࡀ、ⴠ葉ᗈ葉ᶞ林の㝖ཤ༊እでは 2016 年

度にࡅ࠾る濃度᪼ୖࡀした。ࡲた、ア࢝マツ林のࣟࢡモࢪに࠾いて2016、ࡶ 年度に濃度ࡀ

ୖ᪼し、ࡑの後は 2015 年度の 574 Bq/kg をୗᅇࡗてい࡞い。ຍ࠼て、ア࢝マツ林のࣘࢦࢳ

リࡶ 2014 年度௨㝆 593 Bq/kg～1,180 Bq/kg で推⛣し、ῶᑡは࡞ࢀࡽࡳい（図 ࢀࡇ。（2-.8.11

は、放射性セシウムࡀ᫬間の経㐣ととࡶにᅵተ࡬⛣⾜し、放射性セシウムを᳜≀ࡀ྾཰して

いるࡇとࡀせᅉとして⪃ࢀࡽ࠼る。௒後ࡶୗᒙ᳜生にྵࢀࡲる放射性セシウムの変化をὀ

どするᚲせ࠶ࡀる。 
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図 8.11.-1� ከ⏣野ヨ㦂林のୗᒙ᳜生（ࣟࢡモࢪ）のセシウム 137 濃度の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.11.-2� ከ⏣野ヨ㦂林のୗᒙ᳜生（ࣘࢦࢳリ）のセシウム 137 濃度の経年変化 
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１２）水生生物の放射性セシウム動態の経年変化 

Ỉ୰の⸴㢮の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-1 に示す。2013 年度ࡽ࠿ 2020 年

度にࡅ࠿ての⸴㢮のᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は年ࠎୗࡀるഴྥに࠶る。ࢧンࣉ

ル数は 2013 年度ࡽ࠿㡰に、2、10、13、4、2、2、2、3 で࠶る。 

 

� � �  
図 8.12.-1� ⸴㢮の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

Ỉ୰のリターの放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-2 に示す。2013 年度ࡽ࠿ 2020

年度にࡅ࠿てのリターのᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は、ᙜึは㧗濃度でࡁࡘࡽࡤ

ル数はࣉンࢧ。る࠶のഴྥでࡾࡲṆࡆ近年はୗ、ࡀたࡗ࠿ࡁ大ࡶ 2013 年度ࡽ࠿㡰に、6、6、

6、6、3、3、3、3 で࠶る。 

 

 
図 8.12.-2� リターの放射性セシウム濃度の経年変化 
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Ỉ୰のシルトの放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-3 に示す。2013 年度ࡽ࠿ 2020

年度にࡅ࠿てのシルトのᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は、年ࠎῶᑡしている。࠾࡞、

2017 年は測定にᚲせ࡞㔞のヨᩱࡀᚓࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࢧンࣉル数は 2013 年度ࡽ࠿㡰に、4、

3、4、2、0、2、2、2 で࠶る。 

 

 
図 8.12-3� シルトの放射性セシウム濃度の経年変化 

 

Ỉ生᪻⹸࢝ワࢤラ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-4 に示す。2013 年度ࡽ࠿

2020 年度にࡅ࠿ての࢝ワࢤラ⛉のᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は一᫬期ୖ᪼したࡀ、

2019、࠾࡞。るࢀࡽࡳࡀのഴྥࡾࡲṆࡆの後పୗし、近年はୗࡑ 年度は測定にᚲせ࡞㔞の

ヨᩱࡀᚓࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࢧンࣉル数は 2013 年度ࡽ࠿㡰に、5、9、5、1、7、1、0、4 で࠶る。 

 

 
図 8.12.-4� ࢝ワࢤラ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

シルト 
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Ỉ生᪻⹸シマトビࢣラ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-5 に示す。2013 年度

ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿てのシマトビࢣラ⛉のᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は、一᫬期

ୖ᪼したࡀ、⌧ᅾはୗࡗࡀている。2019、࠾࡞ 年度は測定にᚲせ࡞㔞のヨᩱࡀᚓ࠿࡞ࢀࡽ

ル数はࣉンࢧ。たࡗ 2013 年度ࡽ࠿㡰に、5、8、5、2、4、2、0、4 で࠶る。 

 

 
図 8.12.-5� シマトビࢣラ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

Ỉ生᪻⹸モン࢝ࣟࢤウ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-6 に示す。2013 年度

ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿てのモン࢝ࣟࢤウ⛉のᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は、年ࠎୗ

2016、࠾࡞。ているࡗࡲṆࡆᅾはୗ⌧ࡀていたࡗࡀ 年度ࡧࡼ࠾ 2018 年度は測定にᚲせ࡞㔞

のヨᩱࡀᚓࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࢧンࣉル数は 2013 年度ࡽ࠿㡰に、3、7、4、0、5、0、2、2 で࠶

る。 

 

 
図 8.12.-6� モン࢝ࣟࢤウ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化 
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Ỉ生᪻⹸マࢲラ࢝ࣟࢤウ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化を図 8.12.-7 に示す。2013 年

度ࡽ࠿ 2020 年度にࡅ࠿てのマࢲラ࢝ࣟࢤウ⛉のᕝෆᮧにࡅ࠾る放射性セシウム濃度は、

年ࠎୗࡗࡀていたࡀ⌧ᅾはୗࡆṆࡗࡲている。2017、࠾࡞ 年度ࡧࡼ࠾ 2018 年度は測定にᚲ

せ࡞㔞のヨᩱࡀᚓࡗ࠿࡞ࢀࡽた。ࢧンࣉル数は 2013 年度ࡽ࠿㡰に、2、4、3、1、0、0、2、

2 で࠶る。 

 

 
図 8.12.-7� マࢲラ࢝ࣟࢤウ⛉の放射性セシウム濃度の経年変化 

 

඲体のഴྥとして、ᕝෆᮧのỈの୰の⸴㢮、リター、シルトの放射性セシウム濃度はୗࡆ

Ṇࡗࡲているഴྥ࠶ࡀる。Ỉ生生≀ྠࡶᵝに、放射性セシウム濃度はୗࡆṆ࠶ࡘࡘࡾࡲると

い࠼る。Ỉ生生≀とࡑの㣵㈨※、ࡑの生⫱ሙ（シルト）の放射性セシウム濃度は、㐃ືして

変ືしていると⪃ࢀࡽ࠼る。 
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補遺 スギとアカマツの葉の葉齢別の放射性物質濃度（平成 30 年度森林内にお

ける放射性物質実態把握調査事業報告書） 
 

� 2018 年度に福島┴ෆ 2 ᮧ 6 ⟠ᡤ（ᕝෆᮧ：三ツ石ࢫギ林、三ツ石ࣄノキ林、三ツ石コࢼ

ラ林、金山ࢫギ林、㤋山ア࢝マツ林㸹大玉ᮧ：大玉ࢫギ林）でᐇ᪋したㄪᰝでは、ࢫギ林ཬ

いて、採取した葉をᙜ年葉（ㄪᰝした年に展開した葉）とᪧ葉（ྂい葉）࠾ア࢝マツ林にࡧ

にศࡅて Cs-137 濃度をㄪ࡭た。三ツ石ࢫギ林、金山ࢫギ林、大玉ࢫギ林ཬࡧ㤋山ア࢝マツ

林の計 4 ⟠ᡤの測定結果にࡘいて示す。 

� 三ツ石ࢫギ林のᙜ年葉とᪧ葉の Cs-137 濃度は、690 Bq/kg と 340 Bq/kg でࡾ࠶、ᙜ年葉の

濃度ࡀᪧ葉ࡶࡾࡼ⣙ 2 ಸ㧗い್でࡗ࠶た（図 1.-⿵）。葉を༊ูして採取しጞめた 2014 年度

の三ツ石ࢫギ林のㄪᰝでは、ᪧ葉の Cs-137 濃度の᪉ࡀᙜ年葉ࡶࡾࡼ㧗いࡶのࡗ࠶ࡶたࡀ、

2018 年度に࡞ると、ᙜ年葉の濃度ࡀᪧ葉ࡶࡾࡼ㧗いഴྥ᫂ࡾࡼࡀ░にࡗ࡞た。ࡇのㄪᰝ結

果は、原発事故で直᥋ởᰁࢀࡉた葉の࡯とࡀ࡝ࢇⴠ葉したࡇとを཯ᫎしていると⪃ࢀࡽ࠼

る。金山ࢫギ林ཬࡧ大玉ࢫギ林でࡶ、三ツ石ࢫギ林ྠᵝ、ᙜ年葉の濃度ࡀᪧ葉ࡶࡾࡼ㧗いഴ

た（図ࢀࡉㄆ☜ࡀྥ た、㤋山ア࢝マツ林でのㄪᰝ結果では、ᙜ年葉のࡲ。（⿵-.1 Cs-137 濃

度ࡀ 3,900 Bq/kg、ᪧ葉の濃度ࡀ 1,200 Bq/kg でࡾ࠶、ᙜ年葉の᪉ࡀᪧ葉ࡶࡾࡼ濃度ࡀ⣙ 3 ಸ

㧗ࡗ࠿た（図 1.-⿵）。௒後᫬間の経㐣ととࡶに、ᪧ葉ࡽ࠿新しい葉に࡝の⛬度の㔞の放射

性セシウムࡀ㌿ὶし、࡝の⛬度の㔞の放射性セシウムࡀᅵተࡽ࠿྾཰ࢀࡉるの࠿、ㄪᰝᆅࡸ

ᶞ種の違いにࡶ╔┠し࡞ࡽࡉ、ࡽࡀ࡞る検ドを㐍めるᚲせ࠶ࡀる。 
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図 1.-⿵� 2018 年度の三ツ石ࢫギ林と㤋山ア࢝マツ林のᙜ年葉とᪧ葉の Cs-137 濃度の比㍑ 

ྛㄪᰝᆅの್とㄗᕪᲬはࢀࡒࢀࡑᖹᆒ್とᶆ‽೫ᕪを表している。 
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